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私は、北海道十勝を営業地域と
する帯広信用金庫に勤めて

いる。当金庫のお客さまは商工業
者が多いが、十勝は農業が非常に
盛んな地域であり、農業経営者と
接する機会も多い。私は信用金庫
の職員であるが、農業経営者の方
に役に立てることがあると感じて
いる。
　ある日、融資を担当していた私に
対し、畜産業を営むAさんから、「今
後の資金繰りに懸念があるので、
融資金の償還を猶予してほしい」
との依頼があった。ところが、Aさ
んの直近の決算では売り上げや利
益も良好であり、手持ちの現預金
も潤沢であった。その他の資料を
見ても、融資金の償還を猶予する
必要性は感じられない。そのため、
Aさんの申し出に、一体どういう事

だろうとしばらく悩んだ。
　特に私が悩んだのは、Aさんの経
営状況をつかみきれないことであ
った。Aさんと私をつなぐ視点が見
つからず、話を進める糸口がなかっ
た。悩んだ末、信用金庫の職員とし

えてきた。これにより、今後の資金
繰りに懸念がある事を伝えたかっ
たAさんと、経営状況をつかみきれ
なかった私の認識が一致した。そ
の後は、Aさんの経営課題の解決に
向けて、良好な関係を築く事ができ

て培ってきた経験などを生かし、農
業を「農畜産物の製造業」として捉
えようと考えてみた。そこで、「畜産
物の生育過程も『売り上げ－経費
＝利益』に分解して分析できるは
ず。売り上げや経費を構成してい
るのは『量×単価×回転期間』であ
るはず」と見立て、私なりにAさん
の事業の簡易分析表を作成した。
　この分析表が、Aさんとの目線を
合わせる事に役立った。分析表を
用いて会話をする事で、Aさんが生
育する畜産物の見込売上と、支払
済の経費が逆転している部分が見

た。
　本来、農業とは農産物を収穫す
るまでの視点（未来への目線）を大
事にして、アドバイスをしなければ
ならない産業だと感じている。一方
で、私は決算書などの資料から、農
業を事業として分析する視点（過
去への目線）でのアドバイスが中心
となっている。
　多様なアドバイスが農業経営者
の視点を変え、結果として農業を
強くする事もあると信じて、今後も
私なりに活動を続けたいと考えて
いる。

過去を分析する視点も
農業を強くできる
それが私の信条です
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